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要旨 

  

再解析データ JRA-55 を用いて、1961 年〜2011 年までの日本付近における竜巻を伴う

温帯低気圧（TEC）と伴わない温帯低気圧（NTEC）の構造と環境場を比較した。コンポ

ジット解析により、TECと NTECの構造と環境場の違いは季節によって異なることが示さ

れた。春季（３－５月）においては、TECに関連した上層の渦位がNTECよりも強く、中

層の温度が低くなっていた。この中層の寒気は TEC における対流有効位置エネルギー 

（CAPE）の増加に寄与していた。冬季（12－２月; DJF）の TECと秋季（９－11月; SON）

の北緯 40度よりも北側(NSON)の TECは、NTECよりも大きな CAPEを伴っていた。TEC

に伴う、より大きな CAPE は、DJFでは下層のより大きな水蒸気量と暖気により引き起こ

され、NSON では、上層トラフに関連した中層寒気によって引き起こされていた。スーパ

ーセルや竜巻の発生ポテンシャルの指標である Energy helicity indexの分布についても、

DJF と NSON には TEC と NTEC で有意な差が見られた。一方で、DJF を除くほとんど

の季節では、TECとNTECの間で、高度 0－１kmのStorm relative environmental helicity 

(SREH)の差異は見られなかった。日本と米国の TEC を比較したところ、米国では SREH

および CAPEが顕著に大きいことが示された。これらの違いは、日本の TECは主に海上で

発達するため地表摩擦と日射の影響が小さく、米国の TECは陸上で発達するため地表摩擦

と日射の影響が大きいことにより生ずることが示唆される。 


